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 ― 鶴田町・フッドリバー市 姉妹都市締結４０周年 ― 

水分を含んだ生ごみは、水気を切って捨てましょう 

中
学
生
大
使
が
フ
ッ
ド 

リ
バ
ー
を
訪
問
し
ま
す  

《
教
育
委
員
会
》 

昭
和
五
十
九
年
よ
り
始
ま
り
ま
し
た

中
学
生
大
使
派
遣
事
業
は
、
今
年
で
三

十
四
回
目
を
迎
え
、
今
回
は
九
人
の
生

徒
が
フ
ッ
ド
リ
バ
ー
を
訪
問
し
ま
す
。
訪
問

期
間
は
、
三
月
十
五
日(

木)

か
ら
二
十
四

日(

土)

ま
で
の
九
泊
十
日
間
で
す
。 

出
発
前
に
「
結
団
式
」
を
、
帰
国
後

に
「
解
団
式
」
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

●
結
団
式 

 

三
月
十
五
日(

木)
 

 

午
前
八
時 

●
解
団
式 

 

三
月
二
十
四
日(

土)
 

午
後
十
時
三
十
分 

開
始
予
定 

※
い
ず
れ
も
国
際
交
流
会
館
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

教
育
委
員
会 

学
務
総
務
班 

（
内
線
２
１
３
） 

 
 

 

納め忘れはありませんか？  
◎町・県民税   ◎固定資産税   
◎軽自動車税   ◎国民健康保険税  

フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
と
親
し
く
す
る
会 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す  

《
企
画
観
光
課
》 

本
会
は
、
姉
妹
都
市
フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
の
市

民
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
五
十
五
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ッ
ド

リ
バ
ー
市
民
と
の
交
流
に
興
味
・
関
心
の
あ
る

方
は
ど
な
た
で
も
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら

な
る
交
流
発
展
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
活
動
内
容 

・
フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
来
町
時
の
歓
迎
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営 

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ 

・
総
会
、
懇
親
会
の
開
催 

・
会
報
の
発
行 

※
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
年
会
費
二
千
円

を
添
え
て
、
左
記
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

フ
ッ
ド
リ
バ
ー
市
民
と
親
し
く
す
る
会
事
務
局 

企
画
観
光
課 
ま
ち
づ
く
り
班 

（
内
線
２
６
３
） 

 

 

 

 



訓
練
放
送
の
お
知

ら
せ 

 
《
総
務
課
》 

 

防
災
行
政
無
線
や
登
録
制
メ
ー

ル
（
つ
る
り
ん
ほ
っ
と
メ
ー
ル
）
を

使
用
し
て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
放

送
を
行
い
ま
す
。 

●
日
時 

 

平
成
三
十
年
三
月
十
四
日
（
水
） 

 

午
前
十
一
時
頃
（
予
定
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

総
務
課 

人
事
行
政
班 

（
内
線
２
７
１
） 

 

不
法
投
棄
禁
止

～
み
ん
な
が
見
て
い
る
ぞ
！
～ 

 

《
青
森
河
川
国
道
事
務
所
》 

 

河
川
区
域
へ
の
不
法
投
棄
は
、
法

律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
悪
質
な

行
為
で
す
。
身
勝
手
な
そ
の
行
為
は
、

油
や
有
害
物
質
に
よ
る
水
質
汚
染
や

環
境
悪
化
を
招
き
、
地
域
住
民
の
方

々
に
多
大
な
損
害
を
与
え
ま
す
。
岩

木
川
水
系
で
は
、
関
係
機
関
が
連
携

し
監
視
活
動
を
実
施
中
で
す
。
不
法

投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。 

◇
「
河
川
法
」
三
カ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金 

◇
「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
五
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金

（
法
人
等
の
場
合
は
三
億
円
以

下
の
罰
金
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

国
土
交
通
省 

青
森
河
川
国
道
事

務
所 

五
所
川
原
出
張
所 

 
☎
３
４
―
２
７
３
８ 

 
青
森
県
警
察 

五
所
川
原
警
察
署 

生
活
安
全
課 

 

☎
３
５
―
２
１
４
１ 

 

借
金
に
関
す
る

相
談
窓
口 

 

《
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所
》 

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お

伺
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士

等
の
無
料
法
律
相
談
や
、
専
門
機
関

に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
秘

密
厳
守
・
無
料
。
お
電
話
で
の
相
談

も
可
能
で
す
。 

●
受
付 

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
） 

●
場
所 

 

青
森
合
同
庁
舎
三
階 

青
森
財
務

事
務
所 

●
問
い
合
わ
せ
先 

青
森
財
務
事
務
所 

相
談
専
用
電
話 

  

☎
０
１
７
―
７
７
４
―
６
４
８
８ 

 

『
み
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
』

助
成
事
業
募
集 

 

《
み
ち
の
く
・
ふ
る
さ
と
貢
献 

基
金
事
務
局
》 

県
内
の
地
域
貢
献
を
目
的
に
個

人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
等

に
助
成
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
応
募
期
間 

 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
（
日
）
～ 

 
 

 
 

 
 

六
月
三
十
日
（
土
） 

●
対
象
者
・
対
象
団
体 

 
原
則
と
し
て
一
年
以
上
の
継
続

的
、
組
織
的
活
動
実
績
の
あ
る
個

人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業

等 

●
応
募
資
格 

①
青
森
県
の
自
然
、
地
域
、
生
活
文 

化
、
歴
史
、
風
土
な
ど
の
地
域
資 

源
を
活
用
・
創
造
す
る
活
動
や
、 

健
康
増
進
、
医
療
、
福
祉
、
環
境 

に
関
連
す
る
活
動
を
行
う
こ
と 

②
平
成
三
十
年
十
月
一
日
～
平
成 

三
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
実 

施
す
る
活
動
で
あ
る
こ
と 

③
助
成
金
給
付
後
、
活
動
・
研
究
報

告
書
を
提
出
す
る
こ
と 

●
助
成
金
額 

 

必
要
経
費
以
内
で
、
百
万
円
を
限

度
と
す
る 

●
応
募
方
法 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
財
団
事
務
局
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い 

http://www.michinoku-furu

sato.or.jp 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先 

 

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
事
務
局 

☎
０
１
７
―
７
７
４
―
１
１
７
９ 

 

国
家
公
務
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ 

 

《
人
事
院
東
北
事
務
局
》 

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家

公
務
員
採
用
試
験
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
受
付
し
て
い
ま
す
。 

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
） 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間 

 
三
月
三
十
日
（
金
）
九
時
～ 

 

四
月
九
日
（
月
）【
受
信
有
効
】 

・
第
一
次
試
験
日 

 

四
月
二
十
九
日
（
日
） 

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
） 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間 

 

四
月
六
日
（
金
）
九
時
～ 

四
月
十
八
日
（
水
）【
受
信
有
効
】 

・
第
一
次
試
験
日 

 

六
月
十
七
日
（
日
） 

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
） 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間 

 

六
月
十
八
日
（
月
）
九
時
～ 

 

六
月
二
十
七
日
（
水
）
【
受
信
有

効
】 

・
第
一
次
試
験
日 

 

九
月
二
日
（
日
） 

※
な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

人
事
院
東
北
事
務
局 

 

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２ 

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://www.jinji.go.jp/sa

iyo/saiyo.htm 

 
  

 

 



 
～鶴の舞橋桜まつり～ 

第１１回「鶴の舞橋」全国カラオケ大会出場者募集 
●日時 
 平成３０年４月２９日（日） 
 予選 １０時～（予定）   決勝 １３時２０分～（予定） 
●場所 
 富士見湖パーク お祭り広場ステージ（野外ステージ） 
●出場枠 
 ２０名（主催者が地域性や曲目等を考慮し選出します） 
●出場資格 
中学生以上（中学生の場合は保護者同伴）のアマチュアの方 
※過去の優勝者は出場できません 

●応募方法・参加料 
 申込用紙に記入のうえ提出（ＦＡＸ、郵送可） 
※申込用紙は町ホームページから入手できます 

 参加料１０００円は当日持参 
●曲目 
 成世昌平の「鶴の舞橋」または原かおり（現・華かほり）の「鶴の舞橋」に限る 
※カセットテープ、ＣＤ等は各自で準備してください 

●応募期間 
 平成３０年３月１日（木）～１４日（水） 
●問い合わせ・申込先 
 鶴田町観光協会 ☎２２－３４１４ 
 企画観光課 観光班（内線２６４・２６５） 

友の会新会員募集！ 
 

道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」に併

設しているＪＡつがるにしきた鶴翔農産

物直売コーナー友の会の新会員を募集し

ています。 

 

●申込資格 

 ①年間３６万円以上出荷物（売上）を

出荷できる人 

 ②満７０歳未満の人 

 ③鶴田町在住で耕作農地がある人 

●諸経費 

 年会費      １００００円 

 陳列用コンテナ   ６０００円 

 販売委託契約印紙  ４０００円 

●申込期限 

 平成 30 年 3 月１０日（土） 

 

 

●問い合わせ・申込先 

 道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」 

 ☎２２－５６５６ 

河川愛護モニター募集 
 

国土交通省では、河川愛護思想の啓発や河
川情報の把握を目的として「河川愛護モニタ
ー」を募集します。 

 
●活動内容 
 ・河川愛護モニター巡視月誌の提出 

      ・岩木川に関する地域住民からの情報提供 
や    や河川の異常を発見した場合の通報 

 ・河川関係行事等の参加 
●活動区間 
 保安橋から五所川原大橋区間 
（岩木川右岸） 

●募集資格 
 ①活動区間付近に居住しており岩木川に

接する機会が多く、河川愛護に関心を持
ち、日常生活で知り得た情報を提供でき
る方 

 ②河川愛護行事等に出席できる方 
●手当 
 月額４５００円程度（予定） 
 
●問い合わせ・申込先 

   国土交通省 東北地方整備局 
   青森河川国道事務所 河川占用調整課 

☎０１７－７３４－４５３７ 
http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/ 

 

 

 

 



・鶴田産米おにぎり提供 

・つるりん鍋試食（12：30 まで） 

※おにぎり、つるりん鍋は無くなり次第終了 

・野菜を使ったおやつ試食 

・血管年齢測定、健康パネル展示など 

              

健康保険課 健康長寿班 

連絡先（内線 131,132,133,136） 

 

☆健康長寿の町づくりシンポジウム 

～健康長寿の町をめざして 

子どもからおとなまで 今 自分たちができること～ 

○日 時：3月 11日（日） 午前 11時 30分～午後 4時 

○場 所：役場 国際交流会館ホール 

○プログラム 

11：30～ 玄関開場、受付 

13：00～ シンポジウム開会 

〈コーディネーター〉 青森県立中央病院 医療管理監 小野 正人 氏 

〈シンポジスト〉 健診受診者代表 ほか 

14：10～ 休憩 

14：30～ 講演 

～ヘルシートーク、健康落語～ 

「笑って健康、笑って長生き」 

〈講師〉 落語家、医学博士 立川 らく朝 氏 

16：00  閉会 

○申 込：3月 6日（火）までに、健康長寿班 

へお申し込みください。  

 

☆野菜たっぷり調理教室のお知らせ 

○日 時：3月 15日（木） 午前 9時 30分～午後 1時 ○場 所：鶴遊館 調理室 

○対 象：どなたでも参加できます ○持ち物：エプロン、三角巾、手ふきタオル 

○参加費：200円（当日） ○申 込：3月 12日（月）までに、健康長寿班へお申し込みください。 

 

☆「傾聴サロン」でほっこり、すっきりしませんか 

悩みがあるとき、気持ちが沈んでいるとき、誰かに話を聴いてもらいたいときなどありませんか？ 
鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」が、あなたのお話をじっくりと聴

きます。お話した内容の秘密は厳守します。安心しておいでください。 

○日 時：3月 5日（月）、19日（月）  午後 1時～3時  

○場 所：鶴遊館 栄養指導室 

 

☆からだ すっきり！さっぱり！健康運動教室のお知らせ 

○開催日：3月 1日（木）、5日（月）、9日（金）、13日（火）、 
15日（木）、19日（月）、27日（火）、29日（木） 

○時 間：午前 10時～11時   ＊申し込みは不要です。 

○場 所：鶴遊館  ＊運動できる服装でおいでください。お茶、お水、タオルなどをお持ちください。

 

☆3月 1日～3月 8日 女性の健康週間 ☆3月 1日～3月 31日 自殺対策強化月間 

平成 30年 町の保健だより 

～講師プロフィール～ 

落語家・医学博士 立川 らく朝 氏 

杏林大学医学部卒。慶大義塾大学病院健康相談センター

医長を経て、2000 年、立川志らくに入門。2004 年、

二つ目昇進。2015 年、真打昇進。現在、新作の「健康落

語」、「ヘルシートーク」等の新ジャンルを開拓し、月１回

の独演会を開催している。 主な著書に「笑いで自律神経

を整える」（枻出版社）など。 


